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 第３部 アドラー心理学で家族システムを読み解く       

１ アドラー心理学の活用  

最近、アドラー心理学がＮＨＫのＥテレで 2 回にわたって取り上げられるなどに

より、ブームとなっています。大学などで勉強する心理学とは少し違いますが、私

たちの生活に役立つ内容が数多くあります。その趣旨を現実の課題に当てはめて考

えてみます。 

① すべての悩みは「対人関係の悩み」：人間と表現する文字のごとく、人との関係

自体がその人を意味付け、その対人関係の悩みがすべての悩みになっているか？ 

② 課題の分離：課題に対応する主体は誰か、私の課題？あなたの課題？… 

③  目的論的アプローチ：今（現状）は過去（出来事）が原因として捉われている

意識から将来の目標に視点（これからどうするの？）を向けるには、どうするの？ 

２ 家族システムを 紐
ひ も

解
と

く  

  私たちは、人として、次の宿命を有していると言われています。①誕生・成長・

生活して死すること、生きることの課題や宿命、②子孫を残すこと、社会の維持継

続の課題やリスク。その課題や宿命は、家族を通して形成・維持されています。そ

の家族の役割や在り方について、家族システムとして捉えて超高齢社会や２０２５

年問題について考えてみます。 
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〒653－0032 神戸市長田区苅藻通６－２－２４ 

  ＮＰＯ）市民後見ひょうご  

 TEL：０７８－３８１－５７２７  ＦＡＸ：０７８－９４５－７７５１ 

火・金・土の１０：００～１６：００は常駐しています。 
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